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我がクラブの良いところを振返る - その３
【台北に姉妹クラブがある ～そのきっかけは？～】
＜きっかけは米山奨学生でした＞
・筑波大学としては初めての米山奨学生（陳昭徳氏 台湾出身）をクラブで受入れ。
・奨学金支給期間終了後も物心両面でクラブが支援
・帰国後、台湾の中国文化大学で教鞭をとることになった陳氏と交流を継続
・中国文化大学への図書寄贈プロジェクト実施（土浦ロータリー文庫と命名）
・図書寄贈プロジェクトを世界社会奉仕事業（WCS）として継続して行うために、
中国文化大学から台北陽明RCの紹介を受ける
・台北陽明RCと姉妹クラブの関係を結ぶに至る

●点　鐘 会　長　　　　　　　　

●ロータリーソング 奉仕の理想

●ビジター紹介 親睦活動委員会

●幹事報告・委員会報告

●会　食

●地域活動「荒川沖ケアカフェ」　  髙橋　宏成会員

●にこにこBOX S.A.A

●出席報告 出席委員会

●点　鐘 会　長

●クラブソング ともに歩もう

昭彦
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会員満足度アンケート結果報告 平島　隆之 会長

前回の例会報告前回の例会報告前回の例会報告
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格調高く、和やかに　  S.A.A

68期事業計画

会員組織委員会
鈴木　敏之 会員組織委員長

事業計画
【会員増強委員会】クラブの健全な運営のために
も会長指針である純増７名の新規会員入会を目標
とする。会員推薦から入会までのプロセスを整理
し、よりスムーズな勧誘マニュアルを作成する。
【職業分類・会員選考委員会】時代に即した会員
選考、職業分類を行う。
【ロータリー情報委員会】STAR 委員会を開催
し、会員歴の浅い会員を中心にロータリーへの理
解を深められるようなプログラムを実施する。
ロータリーの最新情報を提供し、より効果的な
ロータリー活動を促進する。
委員長所見
伝統と歴史のある土浦 RC の運営を行っていくた
めに、会員数の減少に歯止めをかけ会長指針であ
る会員数 55 名の目標を達成すべく勧誘マニュアル
等を作成し、着実な会員増強を図る。職業分類で
は１職種、1 名にこだわらずに新入会員の増強に
重点を置く。Mｙ･ROTARY 等を活用し、最新の
ロータリー情報提供を行う。

会員増強委員会
　沼尻　大 会員増強委員長 

事業計画
１．会員に対して、現状の周知と会員増強への意
識を醸成

２．会員から情報提供いただき、入会候補者のリ
ストアップ

３．入会候補者リストの会員相互での共有
４．紹介者、また他委員会と連携し、入会候補者
との親睦の場の提供

藤澤　昭彦 幹事

幹事・委員会報告

５．クラブ紹介リーフレット、地区会員増強委員
会作成のチラシの配布

６．出席委員会と連携し、退会防止のためにス
リープメンバーへのアプローチ

　※１０名の新規会員増強を目標とさせていただ
きます。
委員長所見
「一人の力は微々たるもの、蓄積すれば大きな力と
なる」ということばどおり、一人でも多くの志を
同じくする者が相集い力を合わせば、大きな意志
となり、地域や社会に変革をもたらすことができ、
ロータリークラブが掲げる「恒久的平和」に近づ
けます。しかし、近年、少子高齢化やパンデミッ
ク等による地域経済の衰退という厳しい社会現象
の中、世界のロータリアンも減少傾向にございま
す。
我がクラブも会員の減少が止まらない現状にござ
います。先輩諸兄によって脈々と受け継がれてき
た崇高なる土浦ロータリークラブの歴史と精神を
守り続けるためにも、また住み暮らすこの地域に、
よりよいロータリー活動を発信し続けるためにも、
我々が置かれている会員の減少という危機的状況
をメンバー全員が十分に理解し、共通の意識を持
ち一丸となって「会員増強」に対して立ち向かわ
なければなりません。
ついつい表面的な、また希薄になってしまいがち
な時代だからこそ、「誰かがやってくれるだろう」、
「自分には関係ない」という無関心さを捨て、ロー
タリークラブの活動内容・意義・本質を再確認し
ていただき、より強く大きな結束力がある組織を
作ることが重要だと考えます。
我々がロータリー活動に自信と誇りを持ち、地域
の方々に共感・賛同していただけるような組織で
あるために、メンバー一人ひとりに「会員増強」
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の重要性を知らせ、意識統一を行い、「今こそ、な
かまづくり！」を合言葉に一致団結して、会員増
強に邁進していくことをお誓い申し上げます。

ロータリー情報委員会
髙橋　宏成 ロータリー情報委員長

事業計画
①今期RI 会長のテーマ「よいことのために手を取
りあおう」地区ガバナーのスローガン「時は今
ところ足元そのことに打ち込む命永久の御命」
をクラブ会員に周知し、この方針のもと奉仕活
動を行う。
②新会員に入会時、オリエンテーションを実施
し、ロータリー情報を伝え、会員としての権利
と責務及び奉仕活動に関する情報を提供し、
ロータリーの精神である「親睦と奉仕」を理解
していただく。
③入会3年未満の会員を対象に、ロータリー活動の
理解を深めるため、STAR委員会（Specia l 
Training for Action in Rotary）を年2回開催し
新会員の例会や諸事業への積極的に参加を促
し、クラブの活性化を図る
委員長所見
各委員会の事業計画に基づき、クラブ活動を通じ
て各委員会が相互に補完し合いながら、ロータリー
の目標を達成できるように効果的かつ円滑な運営
を各委員と共に進めてまいります。

職業分類・会員選考委員会
飯山　孝之 職業分類・会員選考委員長

事業計画
・職業分類表を作成し、充填・未充填の職業分類
を整理する。
・会員選考については、推薦された候補者につい
てクラブ会員として適正かどうか調査する
・新会員の職業分類を決定する。
委員長所見
　会員数が減少している現状のなか、適正な職業
分類を行うとともに、クラブにふさわしい会員選
考を行う。

クラブ管理運営委員会
藤田　雪絵 クラブ管理運営委員長

事業計画
クラブ管理運営委員会活動はＲＩテーマを踏ま
え、会長の掲げる目標に則したクラブ運営を進め
ます。
1. 会員が楽しく出席できるための環境を整える
2. 会員相互の親睦を図るための交流機会を設ける
3. プログラムの充実により出席率向上に資する運
営を行う
4. クラブ会報の充実と更なる紙面の向上を図る

5. 様々なツールによる情報発信でのクラブの公共
イメージの向上を図る
委員長所見
クラブ管理運営委員会活動は当クラブの歴史と伝
統を大切にしながら社会情勢の変化に柔軟に対応
できるよう、そして会員皆さんが楽しいと思える
クラブ作りを目標とします。

出席委員会
福田　雅典 出席委員長

事業計画
①　例会出席率１００％を目指す
②　前年度の出席率１００％の会員に対し、模範
会員として表彰する

③　欠席の多い会員に対し、フォローを委員会内
で行い出席率の向上と会員相互の絆を深める

④　例会において委員会メンバーは、早めの時間
会場へ出席することを促し、他メンバーへの
お出迎え・お見送りを行い雰囲気の良い例会
となるよう努める

⑤　例会以外の他事業などにも積極的に参加し、
質の良い出席率向上を行う

⑥　例会において出席率の発表を行う
⑦　他クラブの例会等に参加し、希望されるメン
バーと共にメイクアップを行う

委員長所見
　出席率の向上は、ロータリークラブの柱ともい
える奉仕と友情を深めには、必要不可欠ともいえ
る重要な事であると考えます。出席率の低いメン
バーには、積極的に声をかけ、例会に出席してい
ただくことを促して参ります。
　また、他クラブの例会にメイクアップする企画
を設営し、希望されるメンバーと共に積極的に参
加することで、そこで得られた学びや経験をクラ
ブに持ち帰り、さらに地域に必要とされるクラブ・
メンバー同士が強い絆で結ばれるクラブに成長出
来るよう寄与致します。

親睦活動委員会
菅井　歩美 親睦活動委員長

事業計画
１．例会時の会員及び来訪者の出迎えを行い、例
会に於いて来訪者を紹介する。

２．ゲスト卓話者を幹事、SAA、プログラム委員
会と協力し歓迎する。

３．毎月の誕生祝い、結婚記念祝い、入会記念祝
いをはじめ、年男や年女のお祝いを年頭に行
う。

４．家族懇親会等、クラブ内行事の企画運営を行
う。

５．地区、分区行事等へ協力をする。
６．各種同好会活動への協力をする。
７．その他、会員相互の親睦のため企画し検討し



7/10　計40,000円 累計186,000円

にこにこBOX

例 会 予 告

7/24 土浦RCの思い出
 クラブフォーラム（8/7 ガバナー公式訪問準備のため）

会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率

出 席 報 告

46名 25名 21名 0名 54.34

格調高く、和やかに　  S.A.A

メイクアップ

7/12　ロータリー財団研究会　菊池、佐藤

ていく。
委員長所見
会員同士が交流を深めることによりロータリーク
ラブの楽しさをより知っていくことを目標にし、
そこから事業の発展や活動範囲を広げる等、自身
繋がりが持てるような関わりを増やしていきたい
と思います。
また、なるべく会員同士の相互理解が深められる
ような交流の機会を多く設けることが出来るよう
検討していきます。
新入会員の歓迎会を随時行うことで、新入会員が
親睦を深められるよう、みなさまと協力し取り組
んでいく所存です。

プログラム委員会
金澤　幸江 プログラム委員長

事業計画
１，第68期クラブ方針に基づき、格調高く、時代
の流れに沿った、我がクラブらしいプログラ
ムを計画します

２，第1例会では会長挨拶、各種お祝い、ロータ
リーの友紹介を主な内容とします

３，会員、外部講師による卓話をバランスよく計
画します

４，特別月間においては、テーマに沿った卓話を
計画いたします

委員長所見
瀬戸ガバナーの掲げる「時は今　ところ足元　そ
のことに打ち込む命　永久
の御命」平島会長の掲げる「我がクラブのよいと
ころを見つめなおし、未来
に繋ごう！」に基づき、社会におけるロータリー
クラブの存在意義、我がク
ラブらしい活動など、さらに前に進むための参考
になるような卓話を計画し
ていきたいと考えます

クラブ会報委員会
中山　雅彦 クラブ会報委員長

事業計画
・クラブ会報の発行
・クラブの活動写真の撮影
・地区やＲＩからの情報の会報への掲載
・クラブの歴史的記録の保存
・会員の中から適宜人選して、月１回の割合で会
報にコラム（内容はお任せ）を掲載する。
委員長所見
我がクラブのよいところを記録に残し、未来に繋
がるよう会報の発行を行います。

公共イメージ委員会
平岡　佳代 公共イメージ委員長

事業計画
１．「ロータリーの友」を活用し、ロータリーク
ラブへの理解を深める。

２．ホームページ・ＳＮＳを活用して、積極的に
クラブの活動や奉仕プロジェクト等の情報発
信をしていく。

３．会員企業のメディアを通じてクラブの活動情
報を発信し、認知度アップを目指す。

４．公共イメージ向上につながる活動への参画を
図る。

委員長所見
　毎月の例会で月刊誌である「ロータリーの友」
の内容を紹介することにより、会員の皆さまに国
内外の各ロータリークラブの情報を提供し、ロー
タリーの魅力を認識していただく。
　また、ロータリークラブの情報や活動を対外に
向けて積極的に発信し、認知度アップを目指して
いく。ホームページやＳＮＳを活用し、会員増強
にも繋がるように、公共イメージの向上に努めて
いく。


